
第 2号 土坑

第 3号 土坑



PL.77(栗林遺跡 )

Ｆ
∵
一一聴
ぽ



PL.78

第24号 土坑

第25号 土坑



PL.79(栗林遺跡 )

第15号 溝



PL。 80

第16・ 17号  溝

第 1号 畦畔



PL。81(栗林遺跡 )

縄文土器



PLc82

縄1文土器

縄文時代中期後半の土器



PL。83(栗林遺跡 )

縄1文
1時代申期後‐半め1上幕

縄文時1代申期‐後1半
―
の1土‐器



縄文時代後期初頭の土器



PL。85(栗林遺跡 )

縄|‡1時代:申1期
1後半■‐後期1初1頭め1上1幕

縄文時代中期1後‐半～‐後期‐初1頭‐め1上纂



縄文時代中期後半の上器

縄文1時代後期前葉の上器



|     

‐

‐縄文時代‐後期前葉の土器 ‐        ‐





PL.89(栗林遺跡 )

13‐

1～ 4 第2号住居l■Lt

8 第5号住居址、9

|‐ | ‐‐ ‐ |  ‐114■

5た 7 第3号‐住居址 |
第8号住居址、10■ 15 第17号住居■



PL。 90

1 第23号住居tlL   ‐
2γ 3 第24号住居l■L、 4■ 7 第28号住居址、8 第35号住‐居址、9■ 16第36号住居址



PL.91(栗林遺跡 )

生時代中期|の石器

グリッド出土、7 第22号住居t■L、 8 第23号住居址t9 第29号住居址
12 第28号住居址 ‐

1 第38号土坑(2二 6

10・ H 第25号住居址、



PL.92

]晏鸞尋』        
「

 :
|:

1～ 10 第38号住居址 t

15・ 16 グリット出土、
21022 第45号住居址

11～ 14 第39号住居址
17 第40号住居址、18 第43号住居址、19・ 20 第44号住居址



PL.93(栗林遺跡 )

12
13

14

11■1611‐ 1第
137号 住1居址



PL。94

|‐

瘍 聰|‐

輔 ‐

輻  ‐

層 目 園 |‐    |

弥生時代後期の玉製品

・ ‐ 「 |  :

1‐   1    1
1～ 3 第29号住居址、4～ 7 第31号住居址、 8

12～ 18 第34号住居妊
第32号住居址、 9～ H 第33号住居址



||

:■

|

||| 「|   |

,,

11

1‐ ■‐7 第45号住居‐址(8‐
9■ 121第 2号土坑、13～ 20

第‐■号土師器焼成遺構 ―

第 1‐ 号土器集中(21二 241グ リッド出土(25 第49号住居■

PL.95(栗林遺跡 )
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小形景J片石器



PL.98

磨石類



跡
　
　
　
・　
●
●

一　
一

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一一一一一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　一　　　　　　　　　　　一　一　　　　　　　・　　　・　　　　　・一一　　．一　　　　・一　　・・・・　　　　　　　・一一一一　　　　　・・　一・ ．　　一一．　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　一　　一



PL。 100

磨石類

皿



PL.101(栗林遺跡 )

皿 |(裏■表)



PL.102

ml.(‐ 1裏●表)



PL.103(栗林遺跡 )

使用1面 をもつ礫



PL。 104

使用面をもつ礫



PL.105(栗林遺跡 )

使用面をもつ礫 (裏 :表
)



PL.106

使用1面を―もつ1礫

使用面||を もつ礫



PL.107(栗林遺跡 )

使1用 1面を|もつ1礫

使1用 1面 |を も|つ1礫



PL。 108

輻攀蝙

土製品 (土偶 0鳥 形把手・土錘・耳飾 り)

貯蔵穴出土のクル ミ



PL.109(栗林遺跡 )

一一

石

石錘 |1石‐製‐品石



PL.110

(オ オヤグソ■ガ
ー
ネ)(ア オオサムシー)

第56号 貯蔵穴出土種子 Ⅲ昆虫

(有・拡大 )

水さらし場状遺構部材 (第 43図■1)
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蜀
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(ア キノウナギツカミ)



PL.1ll(栗林遺跡 )

(第43図|■121)
(右・拡大 )

(1第144図|■ 3)|‐■■|■■■|

‐水さらし場状遺‐構部材

■■■‐1111甲|-2,

鳳鳳■■|
(第 50図 ■2‐ 7)



PLel12

(1第45図■‐71‐ 裏 1表‐)

||(第 44図‐■‐●う.||‐ |

水.さ らt場‐状遺構部材



(第 46図 ■ 91‐・10● 表‐裏 )

PL.li3(栗林遺跡 )

水.さ らt場状遺構部材
(第147図■112)



PL.114

(第 50.図 ■28) (.第 501図 ■30) (.第50図 ■29)

(第 50図 ■‐32)

(第150図
・ 31)

(第50図■31■拡大 )
(第50図■30‐ ■拡大 )

水さらし場状遺構部材



PL.115(L栗林遺跡、下七瀬遺跡 )

刀子 ‐‐‐

4‐ 1鉄斧

２
釘

釘

第 4号 土坑



PL。 116

第 5号 土坑

第 1号 溝周辺



PL.l17(七瀬遺跡 )

第 2号 溝

第12号 住居址



PL。 118

第14号  住居址

第H号 住居址



PL.119(七瀬遺跡 )

第16号 住居址

第17号  住居址



PL.120

第 7号



PL.121(七瀬遺跡 )

第 9号 土坑

L-04 土器集中



PL。 122

第11‐0号■1土坑

1‐ 第2号住居址(21 第1号住居址t‐ tl二 81第 3号住居■119■ 14■第41号住居IIL



PL.123(七瀬遺跡 )

15
第 9号土坑、 6～ 12 第 1号溝、13～ 16 谷状地‐形1二 3 第 6号土坑、4 第 8号土坑(5



PL.124

19

17■ 201 Hグ リッ
ー
ド谷状地形、 3 集石、5716 Gグ リッド、



PL.125(七瀬遺跡 )

i4

1～ 7 Hグ リ,ド 、 8～ 16 Lグ リッド



PL。 126

‖ 晰
1～ 14 Mグ リッド、15016 出土位置不明



PL.127(七瀬遺跡 )

一餞
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‐‐‐
|||||‐

‐| | ‐
||‐
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|||||‐ ||||||‐

‐‐‐‐|||||‐ |||||||‐||1鰈餞 鰊

チ́
一Ｗ
一
1午 ∵
:|■ )■ :1‐

弥生時代後
‐
期の土器



PL。 128
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倉塁董]言::14影菫動鴛千
弥生1時1代後期|の|二製1品

第■号|■溝出土|||■ 1獣‐骨



PL.129(七瀬遺跡 )

1 高杯(2 銅鏃 (3‐ 鉄鏃 (1第 17号住1居址 )、
‐4‐ やりがんな:そ

―
の他 弥生時代中期の本製1品



PL.130

弥1生時代中期
―
の1本‐製品
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